
開催日：2020/11/30

【参加対象者限定】第10回教育のデジタル化研究会
属性回答集計

【属性】性別

No 回答 人数 ％
1 男性 21 81
2 女性 5 19
3 性別無回答 0 0

合計 26  



【属性】年代

No 回答 人数 ％
1 アソシエイト（～34歳） 2 8
2 リーダー（35～59歳） 16 62
3 シニア（60歳～） 8 31

合計 26  



プログラム名 【参加対象者限定】第10回 教育のデジタル化研究会

単元名 RA

アンケートタイトル 【参加対象者限定】第10回 教育のデジタル化研究会

質問1 今回の会議システムはZoomを使いましたが、Google
Meetとの違いを感じましたか。

No 解答 人数 ％
1 Zoomの方が使いやすいと感じた 4 24%
2 Google Meetの方が使いやすいと感じた 0 0%
3 違いは感じなかった 13 76%
4 判断できない 0 0%

合計 17  



質問2 第10回教育のデジタル化研究会について感想をお聞かせください。

【自由記述】

・菊池先生の実証報告が大変参考になった。

・事例報告はとてもリアルで参考になりました。ズームとの比較は理解できるも、まだ
モヤモヤ感が残ります。

・学生さんからの質問で、授業の本筋とは関係のない様々なテーマが寄せられたことに
驚きました。そのような質問をする機会・相手が、なかなかない…というコロナ禍の学
生生活が垣間見えました。それに対して、さだまさし形式で回答されているというご対
応、素晴らしいと思いました。そのような面でも、DPPが活用されているということは
本当に新鮮な驚きでした。貴重なお話をありがとうございました。

・DPPの活用例を、お話くださった菊地先生ありがとうございました。
対面授業でない難しさはありますが、うまくDPPを活用なさっていると思います。
今の大学の学生とのやり取りなどを知ることができ興味深い内容でした。
誠にありがとうございました。

・菊池先生の事例紹介で質問例を見せていただき、ネットならではの質問ができること
は強みであると感じました。 DPPのメリット、デメリットを伺い、引き続き利用してい
ただくためにはニーズにあうような機能強化が必要であることも強く感じました。

・菊地先生の発表は大学の授業での活用方法が具体的にイメージできました。ありがと
うございました。効率化はもちろんですが、学生とのやりとりを深めるきっかけづくり
にもなればよいなと思いました。

・菊地先生の事例で、学生の悪知恵に対して試行錯誤で様々な手段で対処してご苦労さ
れていることが分かりました。 大学での活用をターゲットにしているDPPとして新たな
機能もしくは現機能の使い方の工夫によりそれを解決できると良いと思います。

・プログラム名が同じ名前でも登録ができるようになったということですが、別の講座
として認識されるのか、同じ講座として認識されるのでしょうか？それまで回収したデ
ータは上書きされてなくなる？ついかされていく？
回答期限を今現在設定できるのはアンケートでしたでしょうか？
違ったらすいません。 講義中に使用する設問機能に時間制限を設定すれば授業終わり
にログインしてくる生徒みたいなのは排除できるのではないか。設問に全て答えないと
授業に参加したと認めないとか。 これはアンケートとかだと無理だと思うので、講義
中にDPP設問機能を使う前提ですが。 事例発表いただいた中で、リアルの講義でもDPP
は使えると言っていただいたのはよいこと思う。（作業の効率化）  

・ありがとうございました。 DPPの研究会のテーマは教育の双方向を追求することです
ね。個人がDPPをどのような目的で使用してもよいでしょうが、研究会での事例発表で
は、このことを意識する必要があるのではないでしょうか。もちろん、主たる話題以外
に情報提供として、出席の取り方でもよいですが。メインテーマが出席の取り方のよう
に感じさせてはいけないでしょう。

・どんどん使い易くなっているように思います。 菊池先生のような、実際に教育の現
場で使われている方のご意見をもっと聞きたいです。



・菊池先生が｢DPPが重くなった...｣と言われていました。何が重くなったのか？その意
味についてお聞きすればよかったです。

・たまたまの縁かもしれませんがDPPを利用していただけていることに喜びを感じた。
利用者の生の声が聴けて現場でのシチュエーションが少し描けた。

・事例紹介がわかりやすくよかった。 

・教職に就いていきなりオンライン授業になってしまった菊池先生のお話がとても面白
かった。
途中電話が入ってしまったのでビデオ公開が待ち遠しい。よろしくお願いします。
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